
　弥生時代後期（今から約１８００年前）の集落跡で、竪穴式住居跡が３軒発見されました。昭和40

（1965）年12月、昭和42年８月の２回にわたって発掘調査が実施され、第３号住居跡を昭和43年３

月に復元しました。さらに付近一帯にも埋もれた住居跡があることが推定され、当時の生活様式

やこの地域の歴史を知るうえで貴重な学術資料です。

　これらの住居跡からは、壷、高杯、鉢、石鏃などの遺物が数多く出土しました。
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